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編
集
後
記

本

号
に
は
、
漢
代

1
、
六
朝

2
、
宋
元

1
、
明
清

2
の
計
六

編

の
論
考
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
杉
村
伸
二
氏
は

現
在

、
福
岡
教
育
大
学
に
奉
職
さ
れ
て
、
御
存
知
の
よ
う
に
前
漢

時
代
史
を
中
心
と
し
て
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
川

井
貴
雄
氏
は
現
在
別
府
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
学
さ

れ
て
お
り
、
北
朝
後
期
の
政
治
史
を
正
統
的
な
方
法
論
に
基
づ

い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
小
林
隆
道
氏
は
現
在

早
稲
田
大
学
大

学
院

博
士
後
期
課
程
に
在
学
さ
れ
て
い
る
気
鋭

の
研
究
者
で
あ

り
、
宋
代
文
書
行
政

の
研
究
を
精
力
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

沈

玉
慧
氏
は
現
在
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
学
中

で
、

燕
行
使
に
関
わ
る
文
書
を
使

っ
た
新

し
い
視
点
の
研
究
を

推
進

し
て
い
ま
す
。
内
田
直
文
氏
は
現
在
九
州
大
学
大
学
院
の

専
門

研
究
員
に
在
職
中
で
す
。
今
回

の
ご
研
究
は
こ
れ
ま
で
の

清
朝

内
廷

の
ご
研
究
を

一
層
精
緻
に
展
開

し
た
も

の
で
す
。
劉

嚥
氏

は
九
州
大
学
と
華
東
師
範
大
学
と
の
交
流
協
定

の
基
づ
き
、

本
年

度
ま
で
留
学
し
て
き
て
い
る
大
学
院
生
で
す
。

現
在
博
士

論
文
を
執
筆
中
で
す
が

(今
回
の
も
の
は
そ
の

一
部
)
、
中
国
の

伝
統
的
な
史
学
研
究
法
に
基
づ
い
た
網
羅
的
精
緻
な
研
究
で
す
。

宜
し
く
ご
検
討
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

財
政
、
時
間
、
人
員
な
ど
、
種

々
の
面

で
定
期
的
刊
行
を
継

続
し
て
ゆ
く
こ
と
が
益

々
困
難
な
状
況
で
、
本
年
は
昨
年
よ
り

も
そ
う
し
た
状
況
が
進
行
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
時
間
、
人
員

的
状
況

の
悪
化
は
極
限
に
達
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
川
本
は
、
東

洋
史
学
を
承
け
た
本
論
集

の
草
創
期
か
ら

こ
の
編
集
に
関
わ

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

一
部

の
人
間

の
力

で
は
も
は
や
定
期
的

刊
行
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
が
困
難
な
近
年

の
状
況
で
す
。
幸

い

こ
れ
か
ら

の
人
材
も
育

っ
て
ま

い
り
ま
し
た

の
で
、
次
年
度
か

ら
少
し
ず

つ
次

の
世
代
に
お
ま
か
せ
し
よ
う
と
思

っ
て
い
る
昨

今
で
す
。
何
卒
、
諸
兄
姉

の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま

す
。

(川
本
)
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「九
州
大
学
東
洋
史
論
集
」
投
稿
規
定

本
誌
に
論
説
、
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
を
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
下
記
の
要
領
に
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

1

〔執
筆
要
領
〕
原
稿
は
、
以
下
の
要
領
に
従

っ
て
ご
投
稿
下
さ

い
。

原
稿

の
基
準
枚
数
は
、
論
説
、
研
究

ノ
ー
ト
と
も
に
六
〇
～
八
〇
枚
程
度
、
批
評
と
紹
介
四
〇
枚
程
度

(
い
ず
れ
も
四
〇
〇
字
詰
め

原
稿
用
紙
換
算
)
.、

2

[投
稿
原
稿
の
形
式
]
原
稿
は
、
テ
キ
ス
ト
文
書
、
ワ
ー
ド
文
書
、
あ
る
い
は

一
太
郎
文
書
の
い
ず
れ
か
の
形
式
で
、
添
付
フ
ァ
イ
ル

と
し
て
ご
投
稿
い
た
だ
く
の
を
原
則
と
し
ま
す
。

(宛
先
　

)

投
稿
原
稿
に
、
特
別
な
書
式
設
定
は
指
定
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
図
表
類
は
、
そ
の
ま
ま
版
下
と
し
て
使
用
で
き
る
も

の
を
当
研
究
会

ま
で
、
別
途
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

(宛
先

引
　

福
岡
県
福
岡
市
東
区
箱
崎
六
1

一
九
-

一

九
州
大
学
文
学
部
内

九

州
大
学
東
洋
史
研
究
会
)

3

[締
め
切
り
〕
毎
年

一
二
月
末
日

4

[採
否
の
通
知
〕
投
稿
原
稿
は
編
集
委
員
会
に
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
審
査
結
果
は
、
翌
年
二
月
末
日
ま
で
に
、
投
稿
者

へ
通
知
い
た
し

ま
す
。

5

〔掲
載
負
担
金
〕
掲
載
に
あ
た

っ
て
の
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

6

そ
の
他
ご
不
明
の
点
は
、
右
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。


